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自動車用金属製燃料タンクの超深絞り加工技術の開発・実用化 
－ ＮＩＳＳＡＮ ＧＴ-Ｒ ユニプレスの金属製燃料タンクを採用 ― 

 

 

ユニプレス株式会社（社長：仁藤 哲）は、自動車用金属製燃料タンクの形状自由度を著し

く拡大する製造技術を開発し、実用化に成功したと発表した。この新しい技術を使って生産さ

れた金属製燃料タンクは、このほど発表された日産自動車株式会社の NISSAN GT-R 用の燃料タ

ンクとして採用された。 

 

記 

 

ユニプレス株式会社は、後輪駆動車（ＦＲ車）や四輪駆動車（４ＷＤ車）用の複雑な形状の

深絞り金属製燃料タンクを製造している。これらの駆動方式を持つ車両向けの燃料タンクは、

サスペンションや駆動力伝達装置を避けながら後席床下付近に取り付けることが多いことから、

成形が難しい鞍型形状が要求される。こうした形状は、一般に形状自由度が高いといわれてい

る樹脂でも実現が困難であり、ユニプレス株式会社では従来から、薄くて加工し易いという鋼

板の特性と同社の高い深絞り加工技術を活かし，金属製燃料タンクで実現してきた。 

 

この度発表された NISSAN GT-R では、燃料タンクに与えられる空間が極めて限られたもので

あった為、樹脂製タンクではもとより、従来の同社の金属製燃料タンク加工技術でも要求され

たタンク容量と性能を出すことが極めて困難であった。 

 

同社は、この課題を解決する為に、樹脂に比べて高強度化・薄肉化が可能な金属のメリット

を最大限に活かして、新たに超深絞り加工技術の研究・開発に取り組んだ。この結果、樹脂製

タンクに勝るタンク容量と軽量化が図れる超深絞りの鞍型金属製燃料タンクの開発に成功し、

NISSAN GT-R に採用されるに至った。今回開発した金属製燃料タンクの絞り深さは、同社従来

比で約 1.6 倍に達する。 

 

  環境規制の強化やリサイクルへの意識の高まりなど、地球環境への配慮が強く求められてい

る中で、この燃料タンクは、鉛フリー、クロメートフリーニーズに応えた自動車燃料タンク

用メッキ鋼板 「エココート-S」(新日本製鐵株式會社製)を用いている。耐食性・成形

性・溶接性に優れるこの鋼板の開発と同社の超深絞り加工技術開発のコラボレーションによっ

て、今回の実用化が可能となった。 

 

 これらの新規開発技術を元に、金属製燃料タンクに対するニーズの高まりに応えていく。 
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